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ローマ帝国史と心性史の視点から初期キリスト教史研究の地平を精力的に拡

大してきた著者の、研究史的回顧を含む11 の論考・講演を収録。

地中海世界に生きた人々の心性、職業労働観、教会の営みなどをめぐり、

当時のキリスト教をめぐって多岐にわたる論点が浮かび上がってくるとともに、

ここ半世紀の世界的な研究の潮流が浮かびあがり興味尽きない。
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